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パ フ ォ ーマ ンス評価におけ る フ イ ー ドバ ツク のあ り 方に関す る一考察- 中学校社会科の実践に焦点 を合わせて一 
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本稿は、 「真正の評価」 論に も と づ く パ フ ォ ーマ ンス評価の実践において、 いかに学習者の 「参加」 の途 を開 く こ と が

で き るのかについて、 そのあ り 方の一端 を明 ら かにす る こ と を目指す も のであ る。 そのため、 ま ず、 「真正の評価」 論 を

提唱 し たウ イ ギ ンズが、 「真正の評価」 論や、 そ れに も と づ く パ フ ォ ーマ ンス評価について どのよ う に述べてい るかを確

認 し た上で、 学習者の自已評価や自已調整 を促す フ イ ー ドバ ツク について どのよ う に語 っ てい るのかを明 らかに し た。 そ

の結果、 フ イ ー ドバ ツク を実施す る 際の留意点は、 次の 4 つに整理 さ れた。 1 つめは、 フ イ ー ドバ ツク を単 な る賞賛や叱

責、 ガイ ダ ンス と は区別 し て、 学習者の行動が どのよ う な結果と な っ たかを具体的に伝え る形で行 う こ と であ る。 2 つめ

は、 フ イ ー ドバ ツク はパ フ ォ ーマ ンスの後のみで な く 、 過程において も行 う こ と であ る。 一度限り の事後の評価ではな く 、

フ イ ー ドバ ツク を活かし て子 ども たちが繰り 返 し自己調整で き るよ う に長期的に評価 を行 う こ と が求めら れてい る。 3 つ

めは、 ス タ ン ダー ドやモ デルを提示す る こ と で あ る。 4 つめは、 子 ども たち の学習 を型 にはめない よ う 、 他者の心 を ゆさ

ぶるよ う な印象深 さ を重視 し て評価 を行う こ と であ る。 次に、 フ イ ー ドバ ツク を意識 し つつ、 生徒の自己評価や相互評価

を取り 入れて筆者 らが行 っ た中学校社会科地理的分野でのパ フ ォ ーマ ンス評価の実践に焦点 をあてて、 検討 を行 っ た。 そ

れによ り 、 大学教員 によ る飛 び込みでの小単元の授業であ る と い う 制約はあ っ た も のの、 フ イ ー ドバ ツク を実施す る際の

留意点 を意識 し た授業の 1 つのあり 方 を提起でき た。 最後に、 多 く の学習者に 「質」 の高い学びを保障す る ためには、 自

身の学習の状況 を具体的に把握 し 、 自己評価や自己調整につなげていけ る よ う な フ イ ー ドバ ツク を継続的に行う こ と が重

要である こ と を指摘 し た。 
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は じ めに

次期学習指導要領改訂に向けて出 さ れた 「幼稚園、 小

学校、 中学校、 高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等につい て (答申) 」 ' によ

れば、 育成 を目指す資質 ・ 能力 を次の三つの柱 と し て整

理 し てい る。 それは、 ①何 を理解 し てい るか、 何がで き

るかと い っ た知識 ・ 技能、 ②理解 し てい る こ と 、 で き る

こ と を どう 使う かと い っ た思考力 ・ 判断力 ・ 表現力等、

③ どのよ う に社会 ・ 世界 と 関わり 、 よ り よい人生 を送る

かと い っ た学びに向かう 力 ・ 人間性等であ る。 そ し て、

れら資質 ・ 能力 のバ ラ ンスの と れた学習評価 を行 っ て

い く ための方策 と し て、 パ フ ォ ーマ ンス評価 な ど を取 り

入れる こ と が推奨 さ れてい る。 パ フ ォ ーマ ンス評価 と は、

「知識やスキルを使い こ なす (活用 ・ 応用 ・ 総合す る ) 
こ と を求めるよ う な評価方法の総称」 2 であ る。

こ のよ う に近年、 日本 におい てパ フ オーー マ ンス評価に

対 し て注日が集ま っ てい る 3。 こ れは伝統的 な テ ス ト な

どの評価のあ り 方では捉え る こ と が難 しい高次の能力 を

目標に据え、 それを評価で捉え よ う と す るためであ る と

いえ よ う 。 つま り 、 目標 ・ 評価の 「質」 を追求 し た結果

と し て、 パフ ォ ーマ ンス評価が着日 さ れてい る と いえ る。 

実は、 日本に紹介 さ れるパ フ ォ ーマ ンス評価の多 く は、

「真正の評価」 論 を背景に持つ。 「真正の評価」 論は、 も

と も と 1980年代後半のア メ リ カ で、 効率性や説明責任

(accountabi lity) の要請が強ま る中、 伝統的 な標準 テ ス

ト (standardized test) が多用 さ れる こ と に対 する批判 を

受け て提起 さ れてき た も のであ る。 こ の 「真正の評価」

論は、 こ れまでの日本の 「目標に準拠 し た評価」 を向上

さ せ る ために、 田中 ら に よ っ て日本に紹介 さ れて き た 4。 

こ こ で、 注目 し てお き たい のは、 「真正 の評価」 論は

「質」 と 「参加」 と いう 点で従来の 「目標に準拠 し た評

価」 を一層充実 さ せる こ と が期待 さ れてい る点であ る。

実際、 アメ リ カで 「真正の評価」 論 を提唱 し たウイ ギ

ンズは、 「評価の目的は、 主 と し て生徒のパ フ オーー マ ン

ス を教育 し改善す るこ と であり 、 単に検査す るこ と では

ない」 5 と 繰り 返 し述べ る。 そ し て、 評価が教育的 であ

るためには、 ①真正の課題 を用い るこ と と②生従や教師

が、 (同様の) 課題でパ フ ォ ーマ ンス を修正す る ために
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す ぐ に使え る よ う な フ イ ー ド バ ツク や、 そ れに も と づい

て修正す る機会 を提供す る こ と の 2 つが必要であ る と い

う 6。 す なわち、 「真正の評価」 論では、 学力保障 を根

底に抱 き つつ、 評価課題 を真正にす る こ と と と も に、 学

習者が自已評価や自己調整を行いながら学習 を改善 し て

いけ る よ う な フ イ ー ドバ ツク を行 う こ と が求め ら れてい

る。 こ こ には、 明 らかに評価課題の 「質」 だけで な く 、

自己評価や自己調整を通 じ た学習者の評価への 「参加」

の視点 も 重視 さ れてい る こ と が見て と れる。

学習者の 「参加」 のあ り 方について、 日本では、 ポー

ト フ ォ リ オ評価法に関 し て、 検討会と い う 場で具体的に

いかに子 ども の参加 を保障 し う るかな どが西岡 ら によ っ

て研究 さ れてい る 7。 パ フ ォ ーマ ンス 評価 に関 し て も 、

ループリ ッ グを共有 し て自己評価等に取り 組ませるあり

方が提言 ・ 模索 さ れてい る 8。 し か し ながら、 ポー ト フ ォ

リ オ評価法と比べる と パフ ォ ーマ ンス評価に関 し ては、

具体的にいかに授業の中で学習者の参加 を保障でき るか

と い っ た点につい ては、 未だ明 ら かに さ れてい ない点 も

多いと いえ よう 。

こ の要因の一つには、 「逆向き設計」 論と いう カ リ キュ

ラ ム設計論 を用 い てパ フ ォ ーマ ンス評価 を 力 リ キ ユラ ム

に位置付け た場合、 そ こ でのパ フ ォ ーマ ンス評価はあ る

種総括的 な評価と し て捉え ら れがち と な る こ と があ る よ

う に思われる。 総括的評価と 捉え ら れる と 、 評価後の学

習者の活動は考え に く く なり 、 「参加」 の場が保障 さ れ

に く く な る だ ろ う 。 も ち ろ ん、 「逆向き 設計」 論 を日本

に提案す る西岡らはパフ ォーマ ンス評価におけ る 「参加」

の重要性 につい て各所 で述べ てい る 9。 し か し なが ら、

「逆向き設計」 論が、 日標と対応 し た評価方法 を指導の

前に計画す る こ と を求める以上、 そ こ での評価が総括的

評価と し て捉え ら れがち な側面はあ る だ ろ う 。 その場合、

そ こ から次の学習へいかにつなげるかについては、 考慮

さ れに く く な る よ う に思われる。

そ こ で、 本稿では、 パ フ ォ ーマ ンス評価の実践におい

ていかに学習者の参加の途 を開 く こ と がで き るのかにつ

い て、 そのあ り 方の一端 を明 ら かにす る こ と を目指 し た

い。 具体的には、 まず、 ウ イ ギ ンズが 「真正の評価」 論

やパ フ ォ ーマ ンス評価 につい て どのよ う に述べ てい る か

を確認した上で、 学習者の白己評価や自己調整を促すフイー

ドバ ツク につい て どのよ う に語 っ てい るのか を明 ら かに

す る。 次に、 生徒の自己評価や相互評価 を取り 入れた中

学校社会科地理的分野でのパ フ ォーマ ンス評価の実践に

焦点 をあてて、 検討 を行う 。 それによ り 、 学習者が教育

評価へ参加す るあ り 方についての示唆 を得たい。 

1 . 「真正の評価」 論における学習者の 「参加」

1-1 . 「真正の評価」 論と パフ ォ ーマ ンス評価

こ こ では、 ウ イ ギ ンズが 「真正の評価」 論や、 そ れに

も と づ く パ フ ォ ーマ ンス評価につい て どの よ う に述べ て

い るか を確認 し てお き たい。 ウ イ ギ ンズに よ れば、 評価

の課題が 「真正」 であ るためには、 次の 6 つのス タ ンダー

ド を満た し てい る こ と が求め ら れる '°。 ①現実世界の状

況 を組み込んだ課題、 ②判断や革新を求める課題、 ③生

徒が教科 「する」 こ と を求める課題、 ④仕事場や市民生

活、 私生活の場で大人が 「試 さ れてい る」 文脈 を模写 し

たり シ ミ ュ レー ト し たり す る課題、 ⑤複雑な課題 を切り

抜け る ために、 生徒が様々な知識やスキル をい かに効率

的かつ効果的に利用 し う るかを評価す る課題、 ⑥ テス ト

問題を秘密にす るのではな く 、 生徒たちが予行練習 を し、

実践 し 、 リ ソ ース を調査 し 、 フ イ ー ドバ ツク を得 る機会

を提供 し て、 パフ ォ ーマ ンス と 成果物 を精錬で き るよ う

な課題であ る。

こ のよ う に、 評価課題が 「真正」 であ るためには、 現

実的な状況 を組み込み、 大人が 「試 さ れてい る」 文脈の

中で、 生徒が様々な知識や技能 を使い こ なせるかを評価

す る課題で あ る こ と が求 め ら れてい る。 ウ イ ギ ンズは、

こ う し た課題 を し ばし ば (真正の) パフ ォ ーマ ンス課題

と 述べ る。

1 つパ フ ォ ーマ ンス課題の例 をあげてみたい。 こ れは、

ア メ リ カの歴史 ・ 地理の第 6 ~ 8 学年用のパ フ ォーマ ン

ス課題の例であ る (表 1 ) 。 課題 を見る と 、 実際におこ

り そ う な文脈が設定 さ れ、 生徒たちがこ れまでに学んで

き た ウ ァ ー ジニ ア州の歴史や地理の知識やスキルを活か

し て取 り 組め る よ う に な っ てい る こ と がわかる。 

表1 歴史 ・ 地理のパフ ォ ーマ ンス課題例 ' ' 

山々から海岸へ。 9 人の外国人生徒の グループが、 国
際交流 プロ グラ ムの一環と し て 1 カ月間あ なた方の学

校 を訪問 し ます (心配は要り ません、 彼 らは英語 を話

し ます ! ) 。 校長先生があ なた方の ク ラ スに、 4 日間

の ヴ アー ジニ ア旅行の計画 と 予算 を立 て る よ う に頼み

ま し た。 旅行計画は、 ヴ アー ジニ ア州が私た ちの国の

歴史 と 発展に どのよ う な影響 を与え たのかについ て、

訪問者が理解す るの を助け る よ う な も ので なけ ればな

り ません。 訪問者が、 ヴ アー ジニ ア州が私たちの国の

発展に どのよ う に影響 し たのかを最 も よ く 把握で き る

よ う な場所 を見 るこ と がで き るよ う 、 旅程 を計画 し な

さ い。 あ な たの課題は、 そ れぞれの場所がなぜ選ばれ

たのかについ ての説明 を含 んだ旅程 を筆記 さ れた形 で

用意す るこ と です。 4 日間の旅行の道筋 をた どる地図

と 、 旅行の予算 も含めて用意 し な さ い。 
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た だ し 、 ウ イ ギ ンズ ら は、 パ フ ォ ーマ ン ス課題 だけ を

も っ て学習者の評価 と す る こ と を主張 し てい た訳ではな

い。 ウ イ ギ ンズ ら は 「効果的 な教師 一評価者は、 指導の

最後に 1 種類の単一のテス ト を用い るよ り も、 途中で さ

ま ざ ま な 方法 と 形式 を用 い て た く さ んの証拠 を 集 め

る」'2 と 述べ てい る。 こ れは、 理解の評価には長期にわ

た る証拠の収集物が必要であ る と い う 考えに も と づ く 。 
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そのため、 授業中の発間や観察 と い っ たイ ン フ ォ ーマ ル

な理解の点検、 伝統的な小 テス ト やテス ト 、 単に知識 を

再生す るだけで な く 、 批判的に考え て取り 組むこ と を求

め る よ う な オ ー プ ンエ ン ド の課題 ( ア カ デ ミ ッ ク ・ プロ

ン プ ト と 呼ばれる ミ ニ ・ パ フ ォ ーマ ンス課題のよ う な課

題) な ど をパ フ ォ ーマ ンス課題 と と も に用い る こ と が推

奨 さ れてい る。 こ れら は、 個別バ ラ バ ラ に行われるので

は な く 、 山場 と な るパ フ ォ ーマ ンス に貢献す る よ う な本

質的 な知識 と スキルを評価す る こ と に よ っ て、 全体像 を

仕上げる ために位置付け ら れる。

そ し て、 こ れらの評価は、 あ く まで も生徒の学習の改

善に焦点 を合わせる こ と が求めら れてい る。 先述 し た評

価課題が 「真正」 であ る ための 6 つのス タ ン ダー ド に立

ち戻 っ てみると、 評価課題に生徒たちが取り 組む際には、

生徒 たちが フ イ ー ドバ ツク を得てそ れを も と に自身のパ

フ ォ ーマ ンスや成果物 を改善 し ていけ るよ う な機会を提

供す る こ と があわせて求めら れてい る こ と がわかる。 教

育評価は、 子 ども の学習の単 な る検査ではな く 、 学 びの

場 と し て位置付 く べき で あ る と さ れてい る と いえ よ う 。 

1-2. 「真正の評価」 論における フ イ ー ドバ ツク

こ こ では、 ウ イ ギ ンズが フ イ ー ドバ ツク に関 し て どの

よ う に捉 え て い たか を明 ら かに し たい '3。 ウ イ ギ ンズに

よ れば、 「最良の フ イ ー ドバ ツク は、 実際に結果 と し て

生 じ た こ と を、 と て も 具体的に、 直接的に、 も し く は記

述的に明 ら かにす る も のであ り 、 パ フ ォ ーマ ンス を行 う

者 (筆者注 : 学習者) にと っ て明快で、 具体的な日的と

ス タ ン ダー ド と い っ た観点か ら利用可能で あ っ た り 、 与

えら れた り す る」 '4 と い う 。 つま り 、 点数や ABC な ど

の記号 だけ の フ イ ー ドバ ツク や、 「 よ く で き ま し た」 「元買 

張 ろ う ! 」 と い っ た曖味 な用語での フ イ ー ドバ ツク では

な く 、 学習者が具体的な評価規準 ・ 基準 を も と に自 らの

学習状況が理解で き る よ う な フ イ ー ドバ ツク が求め ら れ

てい る こ と がわかる。 

さ ら に、 よ く あ る誤解 と し て 、 フ イ ー ド バ ツク と ガイ

ダ ンス ( 支援 ) (guidance) が混同 さ れがち で あ る こ と が

指摘 さ れて い る。 ウ イ ギ ンズは、 ガイ ダ ンス と フ イ ー ド

バ ツク が、 学習者が自己調整を行う ために互いに補い合

う こ と を認めつつ も 、 こ の 2 つ を明確に区別 し てい る '5。 

フ イ ー ドバ ツク は、 学習者の行動の効果につい ての情報

であ り 、 それによ り 学習者は自分の行動が どのよ う な結

果と な っ たかを具体的に知 る こ と がで き る。 それに対 し、

ガイ ダ ンスは方向性 を示 し 、 その状況 を改善す る ための

方法 を教え て く れる も のであ る と い c
 

、

,

つ

ガイ ダ ンス と フ イ ー ドバ ツクの違い を示すために、 ウイ

ギ ンズは車の運転の例 を あ げ てい る '6。 例え ば、 ニ ュ ー

ヨ ー ク か ら カ リ フ ォ ルニ ア州 のサ ク ラ メ ン ト ま で 車で行

く と する。 運転手はこ れまでそ う し た経験はな く 、 適切
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なルー ト も ほと ん ど知 ら ない。 そ う し た中、 も っ と も短

い時間で安全にた どり つけ るルー ト を選ぶこ と が求め ら

れてい る。 こ こ で、 ガイ ダ ンス と は行 き方 を示 し て く れ

る も ので あ る。 典型的 な も のと し ては、 地図があげ ら れ

る。 それも単 な る地図ではな く 、 自分用に カ ス タ マイ ズ

さ れた も のに、 間違いやすい交差点 で混乱 し ない よ う に

自動車協会の人に黄色マ ーカ ーでルー ト に記 をつけ て も

ら っ た地図 な どがあ れば、 かな り 助け に な る だ ろ う 。 し

か し、 地図、 つま り ガイ ダ ンス だけ では十分ではない。 

旅行者 と し て、 自分が正 し く 地図通り に進んでい っ てい

るのか、 少 な く と も正 し い方向に向かっ てい るのかを知

る必要があ るためであ る。 こ れがフ イ ー ドバ ツク であ る。 

典型的 な も のと し ては、 道路標識があげ ら れる。 道路標

識がなけ れば、 自分が (地図の) どこ を走 っ てい るのか

がわか ら ず、 ガイ ダ ンス (つま り 地図 ) は意味 を な さ な

い。 場合によ っ ては、 道路標識は進むべき 道 ( ガイ ダ ン

ス ) を提供す る こ と も あ り 、 フ イ ー ド バ ツク と ガイ ダ ン

スは密接に結 びつい てい る。 し か し なが ら、 こ れらが混

同 さ れ、 ガイ ダ ンス し か与え ら れない と 、 学習者は自分

の居場所がわから ず、 必ず し も正 し い方向へ進める と は

限 ら な く な る。 つ ま り 、 ウ イ ギ ンズは、 フ イ ー ド バ ツク

と ガイ ダ ンス を混同 し て し ま う と 適切 な フ イ ー ドバ ツク

が学習者に与え ら れない危険性があ る こ と を危 'l し てい

る と いえ る。 こ れ を回避 し 、 フ イ ー ドバ ツク を確実に行

う こ と で、 学習者の自己評価力の向上や学習者自身によ

る自己調整 を促す こ と が求め ら れてい る。 

こ う し た フ イ ー ドバ ツク につい て、 ウ イ ギ ンズは、 2 

種類必要で あ る と 述べ てい る。 そ れは、 パ フ ォ ーマ ンス

の 「後」 に行 われる フ イ ー ドバ ツク と 、 評価活動 を行 っ

てい る 「過程」 で行われる フ イ ー ドバ ツク で あ る。 前者

だけ で な く 後者の 「過程」 で行われる フ イ ー ドバ ツク が

必要な理由につい て も 運転の例から自明で あ る。 ニ ュ ー

ヨ ーク から サ ク ラ メ ン ト まで向かう 間に、 道路標識は必

ず繰り 返 し定期的に必要であ るためであ る。 1 回限り の

事後の評価と フ イ ー ドバ ツク ではな く 、 繰り 返 し長期的

に評価 を行い、 そ れを フ イ ー ド バ ツク す る こ と が求め ら

れてい る こ と がわかる。

学習者が自己評価や自己調整を行う ためには、 学習者

が目指すべき所を分かっ ているこ と も重要である。 フ イ ー

ドバ ツク に よ っ て得 ら れた自分の行動の結果 を、 目指す

べ き所 と の間のズ レ を埋め る ために用い ては じ めて学習

者は自己調整を行う こ と ができ る。 こ の目指すべき所と

し て、 学習者に達成 し てほ し い ス タ ン ダー ド と 、 そ れを

具体的に示すモ デル (model) を学習者 と共有す る こ と

が重要であ る と さ れてい る '7。 学習者は、 モ デルー 練習 一 

ハ°フ オー マ ン ス ー フ イ ー ド バ
、
ッ ク ーパ°フ オーマ ンス と い っ

たサイ ク ル を通 じ て、 卓越 し てい く と い う 。 た だ し 、 モ

デルを示すこ と に関 し ては一般的に次の 2 つの懸念があ
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る と さ れる。 1 つめは、 あ ま り に レベ ルの高い モ デルが

示 さ れる と 、 生徒た ちは落ち込んだ り 、 気力 を削がれた

り す るのではないかと い う 懸念で あ る。 そ れで も 、 模倣

や分析のためのモ デルを定期的に学習者に提供す る こ と

の価値 を考え れば、 モ デルは示 さ れる必要があ る と さ れ

る。 2 つめは、 学習者の創造性に富んだ才能 を抑制 し て

し ま う のではないかと いう 懸念であ る。 こ れに関 し ては、

モ デル を 1 つ と す るので はな く 、 複数の多 様 な モ デル を

提供す る こ と が推奨 さ れてい る。

た だ し 、 こ れら のス タ ン ダー ドやモ デルが学習者 を型

にはめて し ま わない よ う にす る ためには、 形式面等 を過

度に重視す る こ と な く 、 他者の心 を ゆさ ぶるよ う な印象

深 さ ( impact) をあわせて求めてい く こ と が重要であ る と

い う 。 生徒のパ フ ォ ーマ ンス におい て重要な こ と は、 例

えば聴衆 を説得 し たり 、 顧客の要求 を満た し たり 、 問題

を解決 し た り する ための力であ り 、 効果 を達成す る こ と

であ る。 こ こ に、 印象深 さ が関わる。 学習者のパフ ォ ー

マ ンスが単な るモ デルの表面的ない し機械的な模倣にな

り 、 学習者の創造性 を喪失 させて し ま う こ と を防 ぐため

に も、 印象深 さは強調 さ れる必要があ る。

以上 よ り 、 フ イ ー ドバ ツク を実施す る際には、 主に次

の 4 つに留意す るこ と が必要であ る と いえ る。 1 つめは、

フ イ ー ドバ ツク を単 な る賞賛 や口 責、 ガイ ダ ンス と は区

別 し て、 学習者の行動が どのよ う な結果 と な っ たかを具

体的に伝え る形で行 う こ と であ る。 2 つめは、 フ イ ー ド

バ ツク はパ フ ォ ーマ ンスの後のみで な く 、 過程におい て

も行う こ と であ る。 一度限り の事後評価ではな く 、 フ イ ー

ドバ ツク を活か し て子 ども たちが繰り 返 し自己調整で き

るよ う に長期的に評価 を行う こ と が求めら れてい る。 3 
つめは、 ス タ ン ダー ド やモ デル を提示す る こ と で あ る。 

4 つめは、 子 ど も た ち の学習 を型 にはめ る こ と な く 、 他

者の心 を ゆさ ぶるよ う な印象深 さ を重視 し て評価 を行 う

こ と で あ る。 そ れでは、 こ れら の提起 を踏まえ て行われ

たパ フ ォ ーマ ンス評価の実践につい て、 続い て検討 し て

みたい。 

2 . 自己評価や相互評価 を取 り 入れたパ フ ォ ーマ

ンス評価の実践

2-1. 実践概要

本実践は、 筆者らが、 2016年10月 3 日~ 12日に兵庫県

内の A 中学校第 2 学年で行 っ た ものである '8。 社会科地

理的分野の中国 ・ 四国地方という小単元での実践である。 

本実践にあ た っ ては、 前節で述べた フ イ ー ドバ ツク を実

施す る際の 4 つの留意点 を意識 し た。

それでは、 本小単元の概要 を見ていき たい。 まず、 日

標は表 2 のよ う に重点目標と知つてお く 価値がある知識 ・ 

技能に分けて考え た。 重点目標におけ る 「本質的な間い」

と し て、 地域の特色や間題、 その解決策 を間う よ う な視
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重点目標

表 2 小単元の目標

「本質的な問い」
・ (人口や都市 ・ 村落問題 を中核 と して 考え る

と ) 中国 ・ 四国地方の特色や問題は どのよ う
な も のか。

・ (人口や都市 ・ 村落問題に関わる ) 中国 ・ 四
国地方の問題 を解決す る ために どのよ う な こ
と が考え られるか。

「永続的理解」
・ 瀬戸内海 をめ ぐ る交通網に よ り 九州 ・ 近幾 と

つ ながる瀬戸内は人口 も多 く 、 工業化 も進ん
でい る。 山に隔て られた、 山陰や南四国は、

気候や白然条件 を活か して 、 主に農業 ・ 漁業
を行 っ て い る。 し か し な が ら 、 こ れ ら の地域

におけ る人口の偏 り は都市部の過密化 ・ 農村

の過疎化 と いっ た問題 を引き起こ してい る。 
・ 人口の偏 り に よ る問題解決 を し よ う と す る と 、

地域の固有の特徴や良 さ を活か し て、 過疎地
域では町お こ し ・ 村お こ し をす る こ と 、 過密
地域では再開発 を行 うこと が求 め ら れ る。 い
ずれにおい て も 、 人の動き の流れ を ス ムー ズ

に し、 活発化す る こ と が問題解決の鍵の一つ
と な る。 

知識 ・ 技能

知識
・ 地域や山地の名称 (山陰地方な ど)
・ 各地域の特徴 (瀬戸内工業地帯な ど)
技能
・ 中国 ・ 四国地方の雨温図、 人口分布図な どの

図表 を読み取る こ と がで き る

点で構成 し たのは、 他の地域学習 を行う 際に も、 学習者

が同 じ視点 を活かし て学習に取り 組めるよ う にす るこ と

を ね ら っ た ためで あ る。 こ れに よ り 、 フ イ ー ド バ ツク が

その他の単元に も長期的に活かさ れるよ う に な る こ と を

目指 し た 0 

目標に対応す る具体的な評価方法に関 し ては、 重点目

標であ る永続的理解 を評価す るための課題と し て表 3 の
よ う なパ フ ォ ーマ ンス課題 を位置付け た。 パ フ ォ ーマ ン

ス課題では、 生徒たちに A 広島市 も し く は B 高知県 を

選ばせた。 そ し て、 そ れぞれ A 広島市 であ れば市長に、

B 高知県 であ れば県知事に頼ま れて、 そ れぞれの自治体

の特徴や問題点 を踏まえ て、 住みやす く す るためのアイ

デア を考え さ せ る課題 と し た '9。 こ のよ う な形 で、 現実

的な状況 を組み込むこ と に努めた。 ただ し、 小単元での

実践であり 、 様々な知識や技能 を使い こ なせるほどの複

雑 さ が必ず し も十分で ない こ と から、 先述 し た ウイ ギ ン

ズ ら が述べ る ア カ デ ミ ッ ク ・ プロ ン プ ト にあ た る よ う な

ミ ニ ・ パ フ ォ ーマ ンス課題 で あ る と 捉え ら れる。 知識 ・ 

技能につい ては、 中間テス ト におけ る筆記試験で評価 を



行 っ た。 

パフ ォ ーマ ンス評価におけ る フ イ ー ドバ ツクのあ り 方に関す る一考察

表 3 パフ ォ ーマ ンス課題

広島市 ・ 高知県を住みやす く するためのアイ デア を考

えよ う !
あなたは ( A : 広島市の市長 ・ B : 高知県の知事 ※
選択) に頼まれて、 も っ と ( A : 広島市 ・ B : 高知県) 
を住みやす く す る には どう す れば良いか、 アイ デア を

出すこ と になり ま し た。 広島市の市長は過密問題、 高

知県の県知事は過疎問題で困 っ ています。 学んだこ と
を活か し て、 あ なたの考え を レ ポー ト にま と めま し よ

う 。 その際に、 次の①~ ③ を必ず入れま し よう 。

※写真や資料 を引用または貼り 付けて も構いません。 

① ( A : 広島市 ・ B : 高知県) の自然や産業な どの特
徴

② ( A : (広島市) 過密問題 ・ B : (高知県) 過疎問
題 ) に よ り 、 どんな因 っ た こ と がお き てい る か

③の問題 を解決す る ための具体的 アイ デア、 そのアイ

デアに よ っ て どんな良い こ と が期待で き るか

料

こ の課題に取 り 組ませる際には、 生徒たちが自由に資

を使え るよ う に、 切り貼り 可能な資料教材 プリ ン ト を

用意 し た。 こ の プリ ン ト には、 それまでの第 1 時、 第 2 
時の授業で用いた雨温図や中国新聞の切り抜き、 写真資

料な どに加え、 広島市 ・ 高知県以外の自治体が過疎 ・ 過

密対策のために行 っ てい る取り 組みに関す る資料 を掲載

し た。 こ う し て、 生徒が写真や資料 を レ ポー ト に取り 込

みやす く し た。 ま た、 パ フ ォ ーマ ンス課題に取り 組むま

での授業では、 筆者 らが用意 し た資料や教科書 を生徒た

ちが資料と し て引用 し ながら、 概念探究でき るよ う な授

業 を実施 し た。 こ う し て、 資料教材プリ ン ト に掲載さ れ

ていない教科書 (『新編 新 しい社会地理』 東京書籍) や

資料集 (『ア ク テ ィ ブ地理総合』 浜島書店) 、 さ らには追

加で自身で調べたこ と を も生徒たちが根拠 と し て レ ポー

ト に掲載で き るよ う に し た。

なお、 今回のパ フ ォ ーマ ンス課題に関 し ては、 本来、

過疎 ・ 過密間題と いう 大人で も解決困難な間いに対 し て、

安易な解決策で学習 を終え るこ とは避け るべき である と

の見方 も あ るだ ろ う 。 しか し ながら、 今回の授業は、 大

学教員によ る筆者ら の飛 び込み授業であ り 、 また生従た

ちはパ フ ォ ーマ ンス課題のよ う な課題に取り 組むのが初

めてであ っ た。 こ のこ と から 、 今回は不慣れな課題に取

り 組むと い う 生徒たちの現状 を考え、 学んだこ と を活か

し て問題解決のあ り 方 を自分なり に考え ら れる と い う 所

を ゴール と し た2°。 

表 4 単元 「中国 ・ 四国地方」 の流れ (全 4 時間) 

①中国 ・ 四国地方の地域区分と広島の過疎問題及び問
題解決に向けた取り 組み事例

②高知の過疎問題及び問題解決に向けた取り 組み事例
③パフ ォ ーマ ンス課題の実施

④課題交流と振り 返り
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単元の流れは表の通り であ る。 第 1 時、 第 2 時は、 本

来第 2 学年社会科を担当 し てい る教員の授業形態 を参考

に し、 概念探究型の授業 を実施 し た。 その上で、 第 3 時
に教室でパフ ォ ーマ ンス課題に取り 組ませた。 ただ し、

第 3 時の時間に課題が終わら なかっ た生従には、 第 4 時
までに自宅で仕上げて く る よ う 求めた。 そ し て、 第 4 時
を生徒たちが作成 し た課題 を相互評価す る と と も に、 自

己評価を行う 時間と し て位置付けた。 

2-2. フ イ ー ドバ ツクのあり方の模索

こ こ では、 第 3 時、 第 4 時の授業の様子を検討 し てみ

たい。 まず、 第 3 時で あ る。 第 3 時におい ては、 導入で

第 1 時、 第 2 時の内容の復習を行い、 広島市の過疎問題、

高知県の過密問題の特質 をお さ え た。 そ し て、 パフ ォ ー

マ ンス課題の提示を行い、 先述 し た資料教材 プリ ン ト を

配布 し た。 その上で、 「良い レ ポー ト っ て どんな レ ポー

ト やと 思う ? 」 と 間いかけ た。 普段、 生徒たちはあま り

レ ポー ト な ど を書い た経験がなか っ た こ と か ら、 ほ と ん

ど良い レ ポー ト のイ メ ー ジを持 て てい ない よ う であ っ た。 

そのため、 教師側から①具体的、 ②根拠があ る、 ③つ な

がり があ る と いう 3 つの観点 を、 例をあげながら提示 し、

生徒たち と評価規準の共有を行っ た。 こ こ で、 ループリ ッ

グ を示すのではな く こ の 3 つの観点 を共有 し たのは、 筆

者らが、 生徒たちが課題に 「具体的かつ論理的」 に取り

組めばルー プリ ッ グで高い評価 と な る だ ろ う と い う 見通

し を持 つてお り 、 そ れを生徒にわかり やすい言葉 を使 っ

て 3 つに整理す る と こ のよ う に な っ たためで あ る。

その後、 生徒たちは各自でパフ ォーマ ンス課題に取り

組んだ。 こ の時、 筆者は、 机間指導 を し ながら、 手が止

ま っ てい る生徒な どを中心に、 いわゆる支援に加え て ウイ

ギ ンズが述べ る よ う な具体的 ・ 記述的 な フ イ ー ド バ ツク

を行う よ う 心がけた。

例え ば、 生徒 A は、 パ フ ォ ーマ ンス 課題 に取 り 組み

始めて間 も な く 「先生で き た」 と声 をかけ てき た。 し か

し ながら 、 そ こ での生徒 A の作品は短文の羅列で断片

的で あ っ た。 ただ し、 問題解決のためのアイ デア と し て、

古民家 カ フ ェ で力茄子 を使 っ た料理 を出す と い つたこ と は

記す こ と がで き ていた。 そ こ で アイ デアの良 さ を指摘 し

た上で、 古民家であ る理由、 力茄子 を使 っ た料理 を出す理

由 を と も に確認 し た。 そ こ には、 レ ポー ト に記入は さ れ

ていな く と も、 第 1 時、 第 2 時の授業で生徒が学んだ高

知県では人口が減少 し て問題と な っ てい る こ と や、 促成

栽培で力 子 を栽培 し てい るこ と な どが根拠 と し てあ っ た。 

そ こ で、 生徒 A に、 そ れら の根拠は言葉 で書かなけ れ

ば、 伝わり に く いのではないかと い う こ と に気づかせ る

よ う に し た。 こ のよ う に、 単 な る称賛 や口 責ではな く 、

良い レ ポー ト のための観点のみ を示すので も な く 、 生従

た ちに自身の作品の状況を具体的に伝え るよ う 心がけた (、 



次 に、

た ち を 3 
き る限り

両方が入

のための

奥 村

第 4 時の授業である。 第 4 時の授業では、

~ 

、
る

3
 

4

広

よ

人の グルー プに編成 し た。 グルー プに

好 美

生従

はで

島市 を選んだ生徒 と 高知県 を選んだ生従の

う に し た。 その上で、 再度、

観点①具体的、 ②根拠がある、

良い レ ポー ト

③つながり が

あ る、 を全体で確認 し、 板書 し た上で、 グループで相互

検討 を行う よ う に し た。 こ う し た活動に慣れてい ない生

徒の現状 をふま え 、 粗探 し に な ら ない よ う 、 で き る だけ

作品の良い と こ ろ を見つけ る よ う に促 し た。 

グループでの相互検討後、 ク ラ ス全体に対 し て数人の

生徒に作品 を発表さ せた。 それによ り 、 全体で広島市や

高知県の地域の特徴や、 ( 過密や過疎によ っ て生 じ る ) 

問題、 多様な解決策を共有 し た。 その上で、 生徒たちの

作品 を も と に、 過疎問題や過密問題 を解決す る ポイ ン ト

の 1 つに人の移動の活性化があ るこ と を一斉指導で確認

し た。 良い レポー ト と するための 3 観点 をふまえ た レポー

ト に な っ てい れば、 き っ と どの レ ポー ト に も 人の移動の

活性化が現れてい るはずだ と い う こ と を伝え、 授業の最

後に生徒一人ひと り に自己評価を行わせ

2-3. 生徒の作品分析

生徒の作品 を分析す るにあ た っ ては、

作品 を も と に筆者 ら 及び A 中学校第 2 

た 0 

授業後に生徒の

学年社会科 を

当 し てい る教員 と と も にルー プリ ッ グ作 り を行 っ た。 

成 し たルー プリ ッ グは表の通 り で あ る。

表5 

担

作

宮 田

、 l l

し_ 

を 見

こ

佳緒里

で 、 ルー プ リ ッ グに も と づ き 、

て みたい2'。 1 人目は、 前節の机
2

間

人の生徒の作品

指導中の フ イ

ドバ ツク の事例で取 り 上げた生徒 A の作品で あ る。 

3 時におい ては、 短文の羅列であ っ たが、 最終的 な作

では、 資料が使われてい る こ と がわかる。 作品に使わ

て

切

一

第

品

れ

いる資料は、 第 1 時 ・ 第 2 時で利用 した資料の一部で、

り 貼り し ても良い資料教材プリ

配布 し てい た も ので あ る。 フ イ ー

子の東京への月別入荷量のグラ フ

ン ト と し て生徒たちに

ドバ ツク を も と に、

を示すこ と で、 古民家

カ フ ェ で力 子 を使 っ た料理 を出す根拠 を具体的に示そ う

と し た も のと 考え ら れる。 高知県が抱え る問題と し て、

人が少な く 、 学校や病院の数が減っ てい るこ と 、 特徴と

し て冬 に東京への力茄子の月別入荷量が高 く な っ てい るこ

と 、 解決策と し て古民家カ フ

す こ と な どが考え ら れてい る

しか し ながら、 短文の記述

ま で あ る。 第 3 時におい て、

過程で ブイ

A のよ

て も 、

伝わり

も そ も

良い レ

わ っ て

加え

ル ー v リ ッ グ

う に、

に

レ

ポ

い

て

ェ で茄子 を使 っ た料理 をだ

0

であ る点

生徒たち

は第 3 時の時のま

が作品に取り

ド バ ツク を行 う こ と に努めた も のの、

地域の特徴 ・ 

そ れぞれのつ なが り

く い作品は少な く

組む

生従

問題 ・ 解決策は考え ら れてい

や根拠が レ ポー ト の読み手に

なか っ た。 こ の背景には、 そ

ポー ト と は何かと い う こ と や、 筆者 ら が伝え た

ー ト と す る ための 3 観点が生徒た ち に十分に伝

なかっ た可能性があ る こ と が考え ら れる。 

、 こ の課題は、 広島市の場合は市長、 高知県の

地理的な事象に関する思考力 ・ 判断力 ・ 表現力 資料活用の技能 

5 広島市 ・ 高知県の地域の特徴 を、 白然や産業な ど複数の視点から表わ してい
る。 そ して、 広島市の過密問題や高知県の過疎問題がなぜ生 じてい るのかに 

つい て、 その地域の特徴 と 関連づけて考え られてい る。 さ らに、 それ らの問 

題に よ り 、 どのよ う な困っ た こ と が生 じてい るのかについて、 具体的に記す 

こ と がで き てい る。 その上で、 地域の特徴 をふま えて、 筋道が通っ た建設的 
な問題解決の在 り方 を複数考えてお り 、 他地域の取 り組みを活か したアイ デ
アや独自のアイ デア も含まれてい る。 

レポー ト の内容に最適な 

資料 を複数選び、 それ ら 
を関連づけて説明 してお 
り、 相手に伝わりやすい 
非常に説得力のある論述 
を行 う こ と ができている。 

4 広島市 ・ 高知県の地域の特徴 を、 自然や産業な ど複数の視点から表わ してい
る。 さ らに、 それ らの問題に よ り 、 どのよ う な困っ た こ と が生 じてい るのか 

について、 具体的に記すこ と がで き てい る。 その上で、 筋道が通っ た建設的 
な問題解決の在り方 を考えてい る。 
その過程で、 広島市の過密問題や高知県の過疎問題がなぜ生 じてい るのかに 
つい て、 その地域の特徴 と 関連づけて考え られていた り 、 地域の特徴 をふま 
えた問題解決の在 り 方 を考えていた り す る な どの関連づけが見 られる。 

レポー ト の内容に適 した 

資料 を複数選び、 説得力 
のある論述 を行 う こ と が 

で き てい る。 

3 広島市 ・ 高知県の地域の特徴 を表わ してい る。 そ して、 広島市の過密問題や

高知県の過疎問題によ り 、 どのよ う な因っ た こ と が生 じてい るのかについて 

記すこ と ができ てい る。 その上で、 建設的な問題解決の在り方 を示 している。 

基本的な資料 を用いて、 
説明 してい る。 

2 広島市 ・ 高知県の地域の特徴、 広島市の過密問題や高知県の過疎問題、 問題
解決の在 り方の う ち、 いずれかが含まれていない。 単語の羅列な どと なっ て 

お り 、 レポー ト と して形に なっ てい ない。 

資料 を用いて説明 してい 
るが、 内容と 関連づけて 
活用する こ と ができ てい 
ない。 

1 レポー ト が未完成 も し く は白紙で ある。 資料 を用い る こ と がで き 
ていない。 
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パフ ォ ーマ ンス評価におけ る フ イ ー ドバ ツクのあ り 方に関す る一考察
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よ か っ たで す」 と さ れて

お り 、 活動自体の感想と

なっ てい るこ と がわかる。 

以 上 の よ う な 生 従 A 
の作品は、 ル ー プ リ ッ グ

で 「地理的な事象に関す

る思考力 ・ 判断力 ・ 表現

力」 が 3 、 「資料活用の

技能」 が4 と 評価 さ れたc 

も し第 3 時に 「先生でき

た」 と 言 っ てき た時のま

まであれば、 こ う し た評

価にはな っ てい なか っ た

だろう 。 こ こ に、 部分的

にではあるがフ イー ドバ ツ

ク が活か さ れてい る こ と

が見 て取れる。 ただ し、

ルー プ リ ッ グでの評価結

果は生従には伝え てい な

い。 コ メ ン ト で 「高知の

特徴 を活か し た良い アイ

デアですね◎も う 少 し文

章で説明す る と も っ と 伝

わり やす く なり ますね」

と フ イ ー ドバ ツク を返 し

た。 アイ デア を褒めたのは、 ウ イ ギ ンズが述べ る印象深

さ に通 じ てい る と 思われたか ら で あ る。 コ メ ン ト を返 し

た後、 生徒が修正す る機会を設け るこ と はで き なかっ た

が、 本パ フ ォーマ ンス課題は、 日本の諸地域や世界の諸

地域にも つながるよ う な視点 を有す るよ う に設計 し てお

り 、 フ イ ー ドバ ツクはその後の学習に活か し て も ら う こ

続いて、 2 人目の生徒 B の作品 を見てみたい。 生従 B 
の作品は、 ルー プリ ッ グで 「地理的 な事象に関す る思考

力 ・ 判断力 ・ 表現力」 が 4 、 「資料活用の技能」 が 5 と
比較的高 く 評価 さ れた作品である。 まず、 広島市の特徴

について、 平均気温が高い こ と や市街地の場所、 交通の

便が良 く 、 工業が発達 し てい る こ と な どを具体的に、 資

料 を貼り 付けたり 、 引用 し たり し て根拠 を も っ て示 し て

い る。 次に、 そ れらの特徴から人口が多 く な っ てい る と

し、 特徴と問題 をつなげ、 こ こ で も 具体的な例 を 3 つ示

し てい る。 さ ら に、 その 3 つの問題例を解決する ために、

問題 ごと の解決策 を具体的な新聞資料 を も と に示すこ と

ができ てい る。 筆者 らが示 し た良い レ ポー ト と す るため

の 3 観点 を意識 し て レ ポー ト ができ てい ると 捉え ら れる。

こ の生従 B への相互評価での コ メ ン ト には、 「 と て も

分かり やす く ま と められていたと思います ! 良かっ たよ ! 」
と い っ た漠然 と し た も のがあ る一方で、 「 1 つ 1 つの説

図 1 生従 A の作品

場合は県知事にあ て た レ ポー ト と 設定 し てあ っ た。 その

ため、 実は市長や県知事がその自治体の特徴や問題につ

いて把握 し てい ない と は考え に く い と 考え た生徒がいた

可能性があ る。 その場合、 筆者 ら授業者が求めた評価規

準 を満たす必要性 を生徒たちが感 じ ていなかっ たこ と も

想定 さ れる。 市長や県知事が、 確かにこ の解決方法は自

身の自治体の特徴や課題をふまえ た上で考え ら れてい る

と納得でき るよ う に、 特徴や課題を具体的に根拠 をあげ

て示 し、 そ こ から つながる解決方法 を提示す る よ う に と

も っ と 強調す る必要があ っ た よ う に思われる。

なお、 生従 A への相互評価で の コ メ ン ト には 「問題

を解決す る ための方法がと て も やり やす く 効果的 だ と 思

う し 、 レ ポー ト も 見やすい」 「 と て も キ レイ に ま と め ら

れてい て よかっ たです。 古民家 を改造 し て、 カ フ ェ な ど

にす る と い う 新 しい発想があ っ て よかっ た と 思います ! 」

と 書 かれてい た。 生徒 A の古民家 カ フ ェ で力茄子 を使 っ

た料理 を提供す る と い う アイ デアの良 さ には着目で き て

い る も のの、 事前に共有 し た良い レ ポー ト の 3 観点がほ

と ん ど意識 さ れ てい な い こ と がわか る。 ま た、 生徒 A 

の自己評価 も 「い ろい ろ な人の考えや、 自分の考え と く

らべてい く のはと て も楽 しか っ たです。 い ろい ろ な人の

考え な ども分り やす く 、 お も し ろかっ た。 広島市の再開

発や高知の町おこ し について も さ ま ざま な意見 も聞け て
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と も で き る だ ろ う 。 
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図 2 生従 B の作品

明 を く わし く 言 っ ていて、 と て も わかり やすかっ たです。 

根拠 も ち ゃ んと あ っ ていい と 思い ます ! 」 と い っ た良い

レ ポー ト と す る ための 3 観点がふまえ ら れた も の も あ っ

た。 こ う し た コ メ ン ト か らは、 生徒 B の作品 を見 る こ

と に よ っ て、 他の生徒に と っ て も 良い レ ポー ト の観点が

具体的にイ メ ー ジ さ れた よ う に思われる。

生徒 B の自己評価の記述は、 「鉄道 を再開発す る こ と

で、 交通渋滞 をな く し、 人 を活発化 させたり 、 スペース

を たてにつかう こ と で も っ と 人 を集中 さ せる こ と で、 人

の動き を活発化 さ せる」 と 書かれてい た。 さ ら に、 生徒

B は初めてパ フ ォーマ ンス課題に取り 組んだ感想 と し て、

「 ど う や っ た ら 具体的 で わか り やすい レ ポー ト に な る の
マ マ

か用点 をお さ え なが ら ま と めてい く のが楽 し かつ

い た。 こ の こ と か ら 、 生徒 B は良い レ ポ

た」 と

ー ト の

を意識 し て作品作り に取り 組めており 、 その結果、

人の移動 を活性化 させる方向性で、 解決策を考え る こ と

がで き た と自己評価 し てい る と いえ る。 ただ し、 レ ポー

ト をよ く 読むと 、 解決策の箇所で、 「地方中枢都市 と し

て人、 物、 情報の流れの中心 と も っ と な っ てい く か…」
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、、

て 、く
、

、

つ -て

フ<11 

と い っ た記述があ り 、 こ の

部分は解釈次第では一層過

密 を過熱 さ せる よ う に も捉

え ら れる。 そ のため、 「資

料 を使い、 特徴、 問題、 解

決の アイ デア を具体的につ

なが り を も っ てま と め ら れ

てい ますね◎ も っ と 人、 も

の、 情報の流れの中心と なっ

た ら、 余計過密にはな り ま

せんか ? 」 と 具体的に考え

ら れ る よ う な フ イ ー ドバ ツ

ク を行 っ た。

最後に、 以上のよ う な実

践分析 を フ イ ー ド バ ツク を

実施す る際の 4 つの留意点

に即 し て整理 し直す中で、

成果と課題に触れてみたい。 

まず、 1 つめのフ イー ドバ ツ

ク を学習者の行動が どのよ

う な結果 と な っ たかを具体

的に伝え る形で行う こ と に

つい てで あ る。 こ れは、 第

3 時での机間指導時と作品

返却時の コ メ ン ト で意識 し

て行 っ た。 ただ し、 第 3 時

の授業中では、 どう し て も

手が止ま っ てい る生徒 な ど

一部の生徒への声かけが中

心 と な っ たと い う 課題は残 る。 作品返却時には、 生徒 A 
や生徒 B への コ メ ン ト のよ う な形で一人ひと り 全貝 に

具体的に事実 を伝え るよ う に し た。

次 に、 2 つめの フ イ ー ド バ ツク を行 う

あ る。 こ の点につい ては、 第 3 時で フ

え た生徒 A ら に対 し ては、 作品に取

フ イ ー ドバ ツク を伝え る こ と がで き 、

イ

時期につい てで

ー ド バ ツ ク を行

り 組む 「過程」 で

最終的な作品にも

その効果は部分的に表れていた。 一方、 作品返却時に伝

え た コ メ ン ト でのフ イ ー

ク

ス

う

活

のよ う に

課題は、

な視点 を

も 思われる。 

ドバ ツクは、 事後の ブイ

し か し なが ら、 本パ フ

日本の諸地域や世界の諸地域に も つ

有す る よ う に設計 し ており 、

か し て も ら う こ と がで き れば、

「過程」 の評価と 捉え るこ と ができ

こ れ

よ う c 

ー ド バ ツ

オ ー マ ン

なが る よ

その後の学習に

も 長期的に見て

さ ら に、 3 つめのス タ ン ダー ドやモ デルを示す こ と に

つい てで あ る。 今回は、 良い レ ポー ト のための 3 観点の

みを伝え たため、 モ デルまでは示せてい ない。 そのため、

生徒 B のよ う に、 3 観点が う ま く 伝わ っ た生徒は、 そ

れを意識 し て作品 を作 る こ と がで き てい た も のの、 生従
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A のよ う に 3 観点が十分に伝え ら れなかっ た生徒 も 複数

見 ら れた こ と は課題で あ る と いえ る。 ただ し、 相互評価

で の コ メ ン ト を見 て みる と 、 生従 B の作品自体が他の

生徒に と っ てのその後の学習のための 1 つのモ デルと な っ

ていた様子も う かがえ た。

最後に、 印象深 さ につい てで あ る。 こ れについ ては、

結果的に、 印象深さ を有する創造的な作品が多 く 出来上

がっ てい た も のの、 事前に生徒た ち に十分に こ の点 を強

調で き た と は言い難い。 単に学んだ知識や技能 を形式的

表面的に活用す るのではな く 、 印象深 さ を持つこ と の大

切 さ をモ デルな ど を通 じ て事前に示す こ と な ど を行 う べ

き であ っ た と いえ よ う 。 

お わ り に

本稿 で は、 パ フ ォ ーマ ンス評価の実践におい てい かに

学習者の参加の途 を開 く こ と がで き るのかについて、 そ

のあ り 方の一端 を明 らかにす る こ と を目指 し た。 

そ れに よ り 、 ま ず、 ウ イ ギ ンズが、 フ イ ー ド バ ツク を

実施す る際には、 主に次の 4 つに留意す る こ と が必要で

あ る と 述べてい る こ と を整理 し た。 1 つめは、 フ イ ー ド

バ ツク を単 な る賞賛や叱責、 ガイ ダ ンス と は区別 し て、

学習者の行動が どのよ う な結果と な っ たかを具体的に伝

え る形で行 う こ と であ る。 2 つめは、 フ イ ー ドバ ツク は

パ フ ォ ーマ ンスの後のみで な く 、 過程におい て も行 う こ

と であ る。 一度限り の事後評価ではな く 、 フ イ ー ドバ ツ

ク を活かし て子 ども たちが繰り 返 し自己調整でき るよ う

に長期的に評価 を行う こ と が求めら れてい る。 3 つめは、

ス タ ン ダー ドやモ デルを提示す る こ と であ る。 4 つめは、

子 ども た ちの学習 を型にはめる こ と な く 、 他者の心 を ゆ

さ ぶるよ う な印象深さ を重視 し て評価を行う こ と であ る。

次 に、 こ れら の提起 を踏まえ て筆者 ら が A 中学校に

おいて行 っ たパフ ォ ーマ ンス評価の社会科授業実践 を取

り 上げ、 検討 し た。 それは、 大学教員 によ る飛 び込みで

の小単元の授業で あ る と い う 制約はあ っ た も のの、 モ デ

ルの提示 な どの課題 を明示 し つつ、 フ イ ー ド バ ツク を実

施す る際の留意点 を意識 し た授業のあ り 方 を提起で き た

こ と は 1 つの示唆 と な る と いえ よ う 。

以上のよ う な検討からは、 多 く の学習者に 「質」 の高

い学 びを保障す る ためには、 白身の学習の状況 を具体的

に把握 し、 自己評価や自己調整につなげていけ る よ う な

フ イ ー ドバ ツク を継続的に行 う こ と が重要で あ る こ と が

う かがえた。 つまり 、 教育評価の 「参加」 は 「質」 を実

現す る ために、 切り 離す こ と がで き ない も のであ る と い

え る。 限 ら れた授業時数の中で、 子 ども たち一人ひと り

に具体的 な フ イ ー ドバ ツク を返す こ と は確かに困難 を伴

う 場合 も あ る だ ろ う 。 しか し、 パフ ォ ーマ ンス評価 を値

踏みや選別の道具 と す るので はな く 、 子 ど も た ち に質の

高い学力 を育成す る ために位置付け よ う と 思え ば、 今一
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度 ウ イ ギ ンズの提起 を思い返 し 、 子 ど も た ち の評価への

「参加」 の道 を開 く ためにで き る こ と を考え てい く 必要

があ る と いえ よ う 。 
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計

奥 村 好

画と い っ た単元構想は奥村 と宮田の 2 人で考え た。 

美

実際の授業は、 第 1 時、 第 2 時を宮田、 第 3 時を奥村、

第 4 時を奥村と宮田の T.T. と い っ た形で分担 し て進め

た。 

9

と

1 組では広島県17人、

か

む

徒 

ら

的

12
 

高知県14人、 2 組では広島県

人、 高知県22人、 3 組では広島県 9 人、

いう 内訳 と な っ た。 (欠席者等は除 く ) 
授業後の感想には、 「難 しかっ た。 

でき

た。 

る案で、 実現可能な案を考え るこ

実 さ いに問題 を解決す る

っ た」 と い つた も のがあ る

には、

な ど、

高知県19人

過疎問題 を解決

と はむずかしかつ

と て も大変 だ と

レ ポー ト に取り

こ と によ っ て安易に解決で き ない こ と を実感 し た

わ

組

生

も い た。

生徒の作品 を論文上で公開す る点について、 学校か

許可 を得てい る。 ま た、 保護者に対 し ては、 研究目

での生徒の学習成果の使用およ

学時に学校側か ら 説明がな さ れ、

び公表について、 入

許可 を得てい る。 

12

宮 田 佳緒里


